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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞
・本日、病棟内の面積点検を行い終了しています。

・本日、川端Ｄｒが出張で不在の為17時～21時の当直医は田名部Ｄｒとなります。

皆様、周知お願いします。

・環境整備担当より、5月分の3階の布団干しが終了しました。皆様、御協力ありが

とうございました。6月は4階の布団干しとなりますので天候を見ながら御協力お

願いします。

・疎遠家族より、家族対応･援助計画の入力が6/5(土)までとなっています。受け持ちスタッフは面会状況の更新や日にち等の変更を含めお願いします。更新後、家族対応･援助計画チェック表に印をつけて下さい。ご不明な点がある方は、岩藤Nsへ聞いて下さい。

＜患者様連絡事項＞

・飯豊　信雄様～本日、三戸町議会補欠選挙の不在者投票を行っています。

・滝澤　久江様～本日、妹様が面会へ来られお小遣い2千円頂いています。

・木村　梅子様～本日、弟様が面会へ来られお小遣い5千円頂いています。又、医

事チームへ医療外経費2万円入金されたと情報提供されています。

・菊地　明子様～お兄様より5/30(日)11時半～15時までランチ外出させたいと申請

され主治医より許可を頂いています。望がでています。お兄様か

ら本人の精神症状の変化によりで外出へ行けない状態の時は、連

絡が欲しいとの事です。日にちが近づいてきたら本人より確認し

ていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・駒木　洋士様～両下肢に発赤疹出現した事に伴い掻痒感の訴え本人より聞かれ

　　　　　　　　ている為、今日皮膚科診察して頂き両下肢は急性湿疹と診断、デルモゾールG軟膏１日１回、両足・両足爪も白癬と診断にて明日よりケルガークリーム軟膏１日1回塗布の指示が出ています。準夜のスタッフは軟膏塗布をしていき患部状況の観察していきましょう。

　　　　　　　　

＜要注目患者様＞

・清川　厚子様～昨日、腹痛訴え入浴とナイトプログラム拒否されています。

本日は身体的訴え聞かれていませんが、今朝起床できず日課取り

組まずに臥床されています。プログラムへは再三の促しにて参加

する事できています。以前、排便がなく腹痛訴えていましたが現

在は下痢便である事話され、1日の飲水量が10杯以上だと本人話

されています。1日の水分摂取量について受け持ちスタッフは本人

と話し合うようにしていきましょう。また、耳介後部に頭皮垢が

再びでてきていますので入浴時洗髪状況の観察や必要時介入して

いきましょう。

・浅野　秀子様～本人より、発汗の訴え聞かれており作業療法途中退席しています。

現在厚着しており肌着を2枚着ている事あります。気温の差や暑さを考え本人へ衣服の調整を行っていくよう声掛けしていきましょう。脱肛に関しての訴えは聞かれていませんがトイレ篭りや出入り頻回に見られています。5/18（火）の診察の際に抗精神病薬(リスペリドン)減薬されていますので引き続き精神症状の変化や睡眠状況の観察をしていきましょう。

・倉橋　生子様～深夜帯(0時半頃)で洗面所にて洗濯・洗髪をしている事について受

け持ちスタッフと本人とで振り返りを行っています。本人は「皆

も洗ってるよ。洗いやすいんだもの」と話されています。受け持

ちスタッフから深夜帯に洗面所で洗う事は良くない事説明し本人

了解されています。引き続き、深夜帯で洗髪有無の観察していき

ましょう。

＜安ヶ平Drケースカンファレンス・診察＞

・平　勝利様～昨日、頭痛・フラツキ訴え食後に嘔吐あり主治医報告し、消化器官

用剤（FK散）昼から2日分の臨時処方となっていました。本日は、

身体不調の訴えなく各プログラム参加されています。引き続き、

血圧測定1日3検(起床時・昼食前・寝る前)行い排泄の有無・水分

摂取量の観察を行っていきましょう。食事の際、1口に多く食べるの

で小口で摂取して頂き咀嚼運動や嚥下状態の観察を行っていきまし

ょう。

　　　　診察→本日の夕でFK散切れること主治医へ情報提供しています。現在は本

人より体調について、「頭も痛くないし吐き気もないし治りました」

とハキハキと話されています。消化器官用剤FK散本日の夕で飲み切

り止めとなっています。

・滝田　英人様～昨日、準夜帯にて独語聞かれており注意した男性患者様に対して

易怒的となり拳を振り上げようとする事あります。スタッフ介入にて落ち着きその後他者とのトラブルなく経過されています。本日、本人と振り返りをして「イライラしていた」と話されています。引き続き精神症状の変化や夜間の睡眠状況の観察し他者とのトラブルに至らない様に関わっていきましょう。

・伊藤　五十二様～プログラム中など脱肛部位をいじっている事あり、本人「痛い」

と話されています。

　　　　　　診察→脱肛部位の痛み継続している事主治医へ情報提供し、本日の就

床前からボラザG軟膏→ネリプロクト軟膏 1個 1×vds/7Tへ変更となっています。以後定期となります。引き続き脱肛部位の観察を行っていきましょう。
































































